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 本年度は、昨年度と同様、高校の先生方と大学教員がもっと緊密に連携できるようなテーマを掲げ、相互に

利益のある運営を行うこととし、話題提供後に各グループに分かれて意見交換を行いました。 

 本年度 第２回となる「定例研究会（通算６４回）」では、話題提供として、はじめに金沢大学附属高等学校の

渡曾 兼也教諭から「スマートフォンの音センサーによるスーパーボールの反発係数の測定」と題した従来の測定法とは

異なる、床に当たった衝突音の時刻を用いた反発係数の測定法が紹介されました。続いて、本学の井手 

勇介講師から「主体的な学生育成を目標にした教育実践例―「自動生成ドリル」及び「ピアレビュー（相互

評価）の授業活用」―」と題した、問題を自分で作成し、繰り返し自主練習できる自動生成ドリルを作成し学

生に使わせた結果や学生の文書推敲能力向上のためのピアレビュー（相互評価）を導入した結果について

紹介されました。さらに国際高等専門学校の伊藤 周 教授から「国際高専の数理科目の教育について―

英語化授業に対する生徒の反応とその効果―」について話題提供が行われ、国際高専 1,2 年次における

数理教育ミッション、カリキュラム概要、授業の紹介等が行われました。 今回もこれらの話題提供を受け

て、参加者の方には、以下の 3 テーマより、関心を持たれたテーマを選んでいただき、それぞれのグループ

に分かれて、意見交換を行いました。 

① 身近な ICT を用いた実験に関する授業 

② 可視化教材に関する授業 

③「国際高専の数理科目の教育について」(英語化に関する授業) 

次ページ以降は、今回の話題提供と活動の概要です。 

 

令和元年度 高大連携による数理教育研究会 

第 2 回 定例研究会 (通算 第 64 回） 活動報告 2019.10.5 
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●「イントロダクション」 
 

★スマートフォンの物理教育利用＠学校現場 

  スマートフォンの普及 ⇒ 規制から活用へ 

 新学習指導要領（H30）⇒センサー機器の活用へ 

☞ 『（生徒の）スマートフォンの音センサーを利用した」高校物理実験

の開発と提案』 

 

★開発ポリシー 

①現場にやさしい実験 

②音情報から力学現象を測定 

   

●「反発係数の測定」 
 

 ★従来法 

高さｈ₀から小球を落下させ 1 回目の衝突後の最高点の高さｈ₁を用い

て反発係数を決定するもの 

☞ 『HS カメラ以外の手法は測定誤差が大きい』 

 ★新手法 

  衝突音によって反発係数の測定を行う方法 

1 回目の衝突直後から 2 回目の直前までの時間をΔt₁とすると反発係

数は落とす高さと重力加速度とΔt₁で求められる。さらに、2 回目以降を

測定することで、時間だけで測定でき重力加速度や高さに依存しない

で、反発係数を求めることができる。 

 

 
 

渡曾 兼也先生の話題提供の詳細について、ご興味のある方は、 

下記までお問い合わせください。 ↓↓↓↓↓ 

                    msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp  

参考資料 

httpｓ://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/15_2_e-r_with-highschools-index.html  

話題提供① 

「スマートフォンの音センサーによるスーパーボールの反発係数の測定」          
発表者：渡曾 兼也 先生  （金沢大学附属高等学校 教諭）  

mailto:msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp
http://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/15_2_e-r_with-highschools-index.html
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●「主体的な学生」 
  

多くの理工系の大学では４年時に卒業研究を行う．その際に取り扱う課題は，やり

方も答えも未知であることがほとんどである．従って，４年時にそのような課題に取り

組めるような学生を初年度から育成する必要がある．そのために行っている取り組

みの例として２つの事例が紹介された． 

     

 

●「自動生成ドリル」 
 

 理数系の科目においては，基本的内容の理解に加えて問題演習が欠かせない．

問題演習においては，似たような形式の問題を多数解くことによって解法に慣れる

方法が採られるが，その作問と解答の組を自動生成して学生が何度も練習できる

教材の導入例について紹介された． 

 

●「ピアレビュー」 

 就職活動や卒業論文，それに引き続く社会生活では，自分の行っている活動をメ

タな（他人の）視点で自己評価する能力が求められる．そのような能力を醸成する

ための取り組みの例として，学生が作成した文章を学生同士で評価し合う（ピアレビ

ュー）活動の試行例について紹介された． 

 

 

井手 勇介 先生の話題提供の詳細について、ご興味のある方は、 

下記までお問い合わせください。 ↓↓↓↓↓ 

msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp  

 

参考資料 

httpｓ://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/15_2_e-r_with-highschools-index.html  

話題提供②「主体的な学生育成を目標にした教育実践例 

― 「自動生成ドリル」および「ピアレビュー（相互評価）」の授業活用―」  

 発表者： 井手 勇介 先生  （金沢工業大学 数理工教育研究センター講師）   

mailto:msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp
http://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/15_2_e-r_with-highschools-index.html
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●「数理科目カリキュラム概要」 
 １コマ 100 分（金沢工大と同じ） 

 外国人教員と日本人教員のチームティーチング 

外国人教員 （説明、スライド作成、質問対応） 

日本人教員 （演習問題作成、日本語でのサポート、放課後補習） 

 1 年生（基礎数学など、前期 7 コマ、後期 9 コマ、合計 16 単位） 

 2 年生（微分積分など、前期 9 コマ、後期 9 コマ、合計 18 単位） 

合計 34 単位 

 普通高校の場合 3 年間で数学 16 単位、理科 14 単位で合計 30 単位 

 高専は 34 単位と多くなっている。 

   
●「英語で授業を行うにあたって」 

①どれくらいのサポートが日本人学生に対して必要か？ 

・普通の日本人の中・高生には絶対に必要 
・英語で科目の内容の習得度の効率は悪い 

・数学、英語の成績評定がよくないときつい 

 

② 目的意識（学生・教員） 

・授業のレベルは上げられない 

・教員の英語スキルによって説明の表現の天井がある 

・何のために英語での授業を受けるのか 

 

 
 

伊藤 周 先生の話題提供の詳細について、ご興味のある方は、 

下記までお問い合わせください。 ↓↓↓↓↓ 

msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp 

話題提供③ 

国際高専の数理科目の教育について 

―英語化授業に対する生徒の反応とその効果―   
発表者： 伊藤 周 先生 （国際高等専門学校 国際理工学科 教授）   

 

参考資料 

httpｓ://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/15_2_e-r_with-highschools-index.html 

mailto:msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp
http://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/15_2_e-r_with-highschools-index.html
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● 身近な ICT を用いた実験に関する授業グループ（以下 Gｒ)  

リーダー：西岡 圭太  

  今回は高等学校の教育手法について、以下の 3 項目の意見交換と検討を行いました。 

 ・授業でのスマホ導入について 

 ・今回の講演で紹介された実験について 

 ・「授業と実験」の在り方について 

 
議論内容 

① 現場におけるスマホの「規制」と「活用」のバランス 

② スマホ利用のメリット，問題点・懸念事項 

③ 高校現場での現状，現役高校生の日常的な利用の仕方の紹介 

④ スマホによる測定の精度 

⑤ 実験を通じた理論・法則の「発見」させる手法 

⑥ 実験における ICT ツールの役割，アナログ手作業との連携 

                                    など。 

今後、検討を深めていきます。 

 

本学教員の中には、「ICT ツール」を取り入れた授業手法等の取組みに注力している教

員もいます。 

「ICT ツール」についての情報収集やご興味をお持ちの方は、このグループ活動へ参加さ

れてみてはいかがでしょうか？ 

なお、もっと詳しい「ICT ツールの利活用」や本学の取組みの内容を知りたい等のご要望

がありましたら、これらの取組みを行っている教員のご紹介もさせていただきます。 

 

お問い合わせはこちら↓↓↓↓↓ 

 

msec-kit@mlist.kanazawa-it.ac.jp 

 

 

 
 

グループ活動 

１．身近な ICT を用いた実験に関する授業 

参加メンバー： 西岡圭太、伊藤隆夫、河津祐之介、工藤知草、 

  田中忠芳、山岡英孝、谷口哲也 （議事録作成） 

高校から： 井上正浩、宮﨑達也、渡會兼也、（敬称略） 

mailto:msec-kit@mlist.kanazawa-it.ac.jp
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● 「可視化教材に関する授業」 Gr 

リーダー：上江洲 弘明  

 ◆ 定例研究会における講演 「主体的な学生育成を目標にした教育実践例」で紹介された自動生成ドリ

ルに着目し、「可視化教材について」というテーマで、以下の項目について意見交換を行った。 

 

① 自動生成ドリルの仕組み 

  ・基本的に Python を使って自作で、オープンアクセス。 

  ・学生、生徒が馴染みのある数式フォントを使用。 

  ・いまは数学のドリルのみ。数学以外のモノも作ることは可能。 

 

② 授業における自動作成ドリルの使用に関する注意点 

  ・プログラムであることに抵抗を感じる学生もいる。 

  ・最初の利用時に適切に利用できるようサポートが大事。 

 

③ 可視化教材に求められること 

  ・教員の頭の中を可視化できるツール。 

  ・十分な大きさを有している端末、あるいは、小さくても使いやすい 

   ツール。 

 

④ 高校と大学での教材の違い  

  ・高校までの教科書は視覚資料を豊富に含んでいて、カラフル。 

  ・高校の教材で、実験の動画、補助教材などは充実してきている             など。 

 
可視化教材を用いた授業の展開、あるいは可視化教材自体に興味がある方、情報やアイディアをお持ち

の方、そしてこれらの活動に関して相談したい方は、御一報ください。 

 

    

   お問い合わせはこちら↓↓↓↓↓ 

     msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp  

 

参加メンバー：宮田孝富、上江洲弘明、井手勇介、内村博和、 

渡辺秀治、堤 厚博、高 香滋、島 和男、 

北島孝浩 (議事録作成) 

高校から：中村 努、竹田 勉 （敬称略） 

グループ活動 

２．可視化教材に関する授業 
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● 「国際高専の数理科目の教育について（英語化授業についての生徒の反応とその効果）」 Gr    

リーダー：松本昇久 

 今回は国際高専の数理科目の教育について、英語化授業に対する生徒の反応とその効果に着目し、以

下の 3 項目の意見交換と検討を行いました。 

 ・英語化教育について 

 ・日本と海外での文化的な違いによる教育への影響について 

 ・国際高専について 

議論内容 

① 数学などを英語で教える際に必要な単語や数式の読み方の教育法 

② 英語化への懸念事項 

③ 文化の違いによる教育への影響についての具体例 

④ 国際高専の全寮制の利点と改善事項 

⑤ グローバルな人材を育てる重要性 

今後、検討を深めていきます。 

 

本学教員は、「英語化」を取り入れた授業手法等の取組みを行っています。 

「英語化」についての情報収集やご興味をお持ちの方は、このグループ活動へ参加されてみてはいか
がでしょうか？ 

なお、もっと詳しい「英語化」や本学の取組みの内容を知りたい等のご要望がありましたら、取組みを
行っている教員のご紹介もさせていただきます。 

                                        お問い合わせはこちら↓↓↓↓↓ 

                                       msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp  

 

 

参加メンバー：松本昇久、金丸保典、小木美恵子、 

          中村 晃、宮﨑栄治、堀 晴菜 (議事録作成) 

高校から：小原一顕、宮田毅一郎、廻田卓哉、伊藤 周、 

高橋丈雄 (敬称略) 

 

グループ活動 

３．国際高専の数理科目の教育について（英語化授業についての生徒の反応とその効果） 

mailto:msec-kit@neptune.kanazawa-it.ac.jp
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本年度も昨年度に実施した高校の先生方のアンケート結果に基づいて高校

の先生方が関心のあるテーマ毎の Gr 活動に焦点をあてて教育研究を行って

おります。 

数理教育に関する意見交換や情報収集、活動を通して、相互における更な

る数理教育の発展に努めていきたいと考えております。 

 

本研究会へのご意見、ご要望、ご提案（他の Gr 活動への提案も含む）等が

ございましたら、「高大連携による数理教育研究会」までご連絡ください。 

 

本学教員の数理教育の取組み等で、興味のあるものがございましたら下記

連絡先までお問い合わせください。 
 

 

なお、出前授業および講演、学習イベント等のご依頼等がございまし

たら、「高大連携による数理教育研究会事務局（下記連絡先）」までご

相談ください。 
msec-kit@mlist.kanazawa-it.ac.jp  

 

担当教員：河津祐之介、堤 厚博、内村博和、工藤知草 

 

 

次回開催予定 
 

令和元年 1２月７日（土）10：00～13：00 

金沢工業大学  23 号館 23・5１１教室 

 
 

 

 

 

  

数理工教育研究センターHP  https://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/  TEL: 076-294-6470 

最後に・・・ 

高大連携による数理教育研

究会の関連資料はこちらか

らご覧になれます。 

mailto:msec-kit@mlist.kanazawa-it.ac.jp
https://www.kanazawa-it.ac.jp/efc/

